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近年、ゲート電極／絶縁体／磁性体という構造を用いて磁性体に電界を印加することにより、

磁性を制御する電界効果の研究/が盛んに行われている。我々は磁性に関する物理現象の中でも電

流に誘起される有効磁場に着目をして研究を行って来た。この電流に誘起される有効磁場は強磁

性金属多層膜において観測されており、スピン軌道相互作用を起源としていると考えられている。

そのため、この有効磁場は磁化の動力学の観点からはスピンオービットトルクとも言われ、その

大きさから応用の面でも注目を集めつつある。 

今回我々は、数原子層程度の Fe層を強磁性層として持つ金属多層膜において、この電流誘起有

効磁場と電界効果の関係について調査を行った。用いた試料は、GaAs基板上にスパッタ製膜され

たMgO/Fe/Pt/Ta/GaAs基板のような構造を持った試料(以下 Fe/Pt試料)と、MgO/Pt/Fe/Pt/Ta/GaAs

基板のような構造を持った試料(以下 Pt/Fe/Pt試料)である。これらの試料を細線状に加工し電流を

流して横抵抗を測定した。その際、外部磁場を印加しながら横抵抗の角度依存性を調査した。こ

のとき、イオン液体をゲート絶縁層と用いて試料に電界を印加した。電流に誘起される有効磁場

は電流方向に依存して磁化の方向を変化させ、その結果横抵抗の値が変化する。このことから、

電流方向が異なる横抵抗のデータについてその差分をとることによって、間接的に有効磁場の大

きさを求めることができる。図 1にその横抵抗の電流方向差分のデータを示す。Pt/Fe/Pt試料では

ゲート電圧に対して系統的な変化が確認された。この結果は、Pt/Fe/Pt試料において有効磁場が電

界で変化している兆候を示していると考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 
 

図 1. 横抵抗の電流方向差分の磁場角度依存性 
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